




Digital Library Project for C-DATS:
Focus on Multilingual Retrieval and Digitalization of Historical Materials in Dilins





































































C-DATS と 類 似 の 蔵 書
を 持 つ 国 内 外 の 図 書 館
OPACを横断的に検索







































































































　・ 関連の国際会議・シンポジウムへの出席（Center for South Asia Libraries / Council of South Asia 
Library Centres:2003 Meeting，国立国会図書館等）
　・ インドネシア写本国際シンポジウムにて活動報告"Digital Library Network System 







　“TUFS Library's Participation in Area Studies"
4. 電子図書館プロジェクトの達成度、評価
4.1. 電子図書館プロジェクトの達成度
　あらためて、方針および計画からこれまで記述してきた活動内容を振り替えると、
　1，2，3-1は、「Dilinsでの課題」にて記載した積み残しがあるものの、概ね対応できたと判断
できるが、3-2，4については以下のような課題が残る。
［C-DATS Webページ　電子図書館プロジェクト・方針と計画より］
＜方針＞
　21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠点電子図書館プロジェクトでは、附属図書館と連携し
て、史資料ハブ機能のインターネット上での実現を推進する。具体的には以下の機能を提供する。
＜計画＞
1．史資料の目録・所在情報の整備とインターネット上での提供機能 
2．史資料コンテンツの電子化による蓄積，保存，共有と多言語検索機能
　2-1．史資料コンテンツの電子化による蓄積，保存，共有
　2-2．史資料の多言語による検索機能
3．史資料ポータル機能
　3-1．OPACサイト横断検索機能 
　3-2．研究成果の発信
4．その他，必要な機能の導入
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　3-2．研究成果の発信について 
・ 研究成果の公開が『史資料ハブ 地域文化研究』などの一部資料の公開に止まっている。
研究叢書の一部新刊についてDilinsでの公表を計画中ではあるが、充分と言えるのか？
・ Dilinsを利用して、C-DATS各班の研究会等での活動成果や研究資料のデジタル・アー
カイブの構築を進めるべきではなかったか？（在地固有文書班がミャンマーにてデジタ
ル化を行った折畳み写本など、一部資料の公開にとどまっている） 
　4．その他，必要な機能の導入について
・ Dilinsの維持とデータ登録に注力し、当初計画以上の改善や提案を行えなかった
 研究過程で取得・生成される資料・成果物等のアーカイブ化については、「デジタルラ
イブラリー紹介：電子図書館プロジェクトを中心とする協働体制の構築とDilins紹介」
の中でも課題として記載していた。実現の意義は認められても、運用にあたっては、発
信もしくは保存されるべき情報の種類と範囲を定めること、また、作成者もしくは収集
者自身による目録登録が必要となる。いずれも情報の発生源である各研究班の意思なく
して実現できるものではないが、プロジェクトとしても各研究班とのコミュニケーショ
ンが不足していたと反省される。
　なお、C-DATS終了後、拠点機能がどのように維持されていくのか、本稿執筆時点（2006年11
月末）では正式な決定はなされていないが、電子図書館プロジェクトに関わる成果の利用に関し
ては、以下のとおり継承または継続される。
・ 多言語史資料検索は、附属図書館のシステムリプレイス（H19.3）に伴い、デジタルアー
カイブシステム（仮称）へ移行・継承
・ 電子図書館サイト横断検索は、附属図書館開発の横断検索システム“VernaC”（http://
vernac.tufs.ac.jp/crs/）へ統合
・ C-DATS収集資料は、附属図書館に受入・整理されたものは附属図書館にて管理され、
これまでどおりの利用サービスを提供
・ ILLサービスは、附属図書館を通じ、学外への複写・貸借を継続
4.2. 電子図書館プロジェクトの総括
　C-DATS全体の中での電子図書館プロジェクトの評価は、別途総括されるであろうが、プロ
ジェクトとして、掲げてきた計画に対する活動の評価は以下のようにまとめられると考えている。
　活動成果については、インターネット上での史資料情報（目録検索および一次情報の公開）の提供と
いう、プロジェクト始動時に求められた計画は概ね達成できた。特に多言語目録構築については、
目録情報の多言語化を進めることにより、C-DATSおよび東京外国語大学の特性を活かした成果
をあげることができた。また、図書館ネットワークへ貢献したことも成果還元の一環として評価
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することができるだろう。ただし、インターネット上での研究成果の発信という点では、総括班
発行の紀要類や研究班でデジタル化した古文書等の公開を行うなど一定の成果は上げたものの、
各研究班がDilinsを積極的に活用して成果公開や研究資料のアーカイブ化を行うまでには至らな
かった。
　プロジェクト実施の体制については、総合情報コラボレーションセンター，附属図書館との協
働は、プロジェクトの円滑な遂行によく機能した。この協働成功の要因は、センター教員および
図書館職員を総括班および電子図書館プロジェクトの正規のメンバーとし、情報共有・意見交換
を怠らなかったためと考えられる。特に附属図書館との連携は密に行われ、その結果、現時点で
成果利用の継続性が確保されていることも重要である。
　また、附属図書館職員を研修・調査等に参加させるなど、協働組織の職員の専門性向上を図っ
たことも評価されるべきである。
4.3. 附属図書館と電子図書館プロジェクト
　本稿の本来の目的とは逸れるが、プロジェクトに関わった図書館職員として、附属図書館に
とっての電子図書館プロジェクトの総括を、この場を借りて述べておきたい。
　附属図書館としても、多言語蔵書の充実、技能面の向上・ノウハウの蓄積、研修・会議等への
参加による知見の向上・人的ネットワークの広がりなど、プロジェクトを通して多くの成果を得
た。この協働関係において、附属図書館は情報組織の専門家として協力を求められたと理解して
いるが、情報の組織と公開がネットワーク上で行われる現在、実務者には、目録作成の技能に留
まらず、刻々と進化するネットワークやデータベースの運用、デジタルコンテンツの作成技術や
著作権、多言語の取扱いなど、多岐に渡る専門知識が要求される。これらを研究者のみで対応す
るのではなく、既に技能を有する組織を活用して成果を得ようとするC-DATSの方針は、研究
者・図書館のいずれにとってもメリットをもたらすものであったと考えている。特に附属図書館
にとっては、研究活動のパートナーとしての図書館の有用性を明らかにできたという意味で有益
な経験であった。
　今後も附属図書館が研究活動に資せる組織であるためには、個々の研鑽も必要であるが、組織
として、専門技能を持った図書館職員を確保・育成していく環境を整備・維持していくことが重
要である。
5. 地域研究と電子図書館的機能
　本稿のまとめとして、電子図書館プロジェクトでの経験を踏まえて、地域研究にとって有用な
電子図書館的機能について整理する。
　A．目録整備と一次情報の公開
何が何処にあるかの目録所在情報と一次情報の公開は基本かつ必須の機能である。ただ
し、探す手段であるメタデータの規格・拡張性や登録文字種（何語を扱えるか）、検索対象（メ
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タデータ以外も検索するか）については考慮が必要である。
　B．研究成果・研究資料のアーカイブ構築
オープンアクセス化が重要度を増している。積極的に発信し、権利の垣根も低くしてゆく
努力が望まれている。研究のために収集した資料も、アーカイブ化することで活用の可能
性が広がるだろう。そのためには、「資料の判別」「権利の判断」ができる、作成者・収集
者自身による登録が重要であり、それが可能なシステムの構築が必要である。
　C．情報共有・ポータル化
関連機関が何を持って /行っているか等の情報集約も重要である。メタデータの相互共有
や横断検索、ポータルサイトの構築などが考えられるが、関連機関の協力のもとに情報の
共有化を図ることも必要であろう。わが国では未発達なこの課題に、2004年に発足した
JCASの情報資源共有化研究会が取り組んでいる。今後の活動に注目したい。
6. 関連リンク（URLは、2006年11月30日現在）
　以下、本稿に関連するWebページを記載する。適宜、参照いただきたい。
・ C-DATSトップページ　http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/　
・ C-DATS電子図書館プロジェクト http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/dl/library.html　　
・ Dilinsトップページ　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/index.html　　
・ Dilins多言語史資料検索･全文画像登録資料一覧
 　　　　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/da_lists/full_images.html　　
・ 電子図書館プロジェクト・各種会議等での報告資料
 　　　　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/about_dilins/index.html　　
・ JCAS：地球研究コンソーシアムトップページ　http://www.jcas.jp/　
・ JCAS：情報資源共有化研究会　http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/jcas/infoshare/　　
おわりに
　2006年度末のC-DATSの終了までわずか数ヶ月を残すところとなった。
　電子図書館プロジェクトにおける協働関係は、開始当初、他機関、特に図書館界から強い関心
を寄せられた。研究教育プログラムが図書館を正式なメンバーに迎えて活動することは珍しく、
その成否への興味が高かったのだと思われる。結果は「成」、つまり協働関係を有機的に維持で
きたと判断しており、今後もこの経験をもとに、適宜対応してゆけるだろう。
　正直なところ、通常の図書館業務を抱えながらC-DATSの要請をこなしてゆくことは容易な
ことではなかったし、それは現在も変わらない。しかし、今後も、大学の研究活動に資する組織
として附属図書館を活用していただきたいし、そうあり続けられるように努力していきたいと
思っている。
　最後に本プロジェクトの総括の場を与えていただいたことにお礼申し上げる。
